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Tadashi TABATA 1952 On the Prediction as to the Last Date of Disappear-

ance of Drift Ice at Abashiri Ill the Southern Okhotsk Coast of Hokkaido. 
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網走に於ける流氷移日の珠報について持

田 畑忠司

(何iiL科学五J[究所 i!JHγt'rtlC門)

lngrll 27 if' 8 Jl受注〉

1.緒 自

近年の定常時系列の解析に関する珂論。長足の進歩f'llって，種々の気象要素の予報にも新らし

い沼期分析の方法が伝用されつつるる。その目問l的1判守でVい、ろいろの方法が発表されている『中iドrγ…ででeででCε‘もつと

も蹴干特終宇詳11.な主ものとして余釘知[JられてUい、るのは N

2報践f値白を求めるには二老栓大Zな主三乎F数を要するので，筆者は之とネ本:'1賀t的tに亡は全〈同じである， 故今期克巳

教般の調和解析による方法2)を用いて，網走の流氷終日の予報を試みたっ

北海道オホ{ツク海岸は毎年 1月上旬出より沿岸近くの海が氷り始め，その後間もなく沖に流

氷が現われる C とれらの流氷及び沿岸近くに出来た所謂沿岸結氷はある時には海面を見渡す眼り

の氷の原と変え，叉ある時にはくだけて岸から離れたり，手Jび岸に寄せたり極めて複雑な運動を

し 3月頃から急d敢に減少し乍らも遅い年には 5月頃主主も存和するととがるる。したがって冬季

とれらの流氷の卓越する期間は沿岸海上航遇及漁業は殆ど停!とされる。しかもとの結氷の始まる

日及び流氷の終りになる日は一一殊に後者はーーその年κより著しく異なっている。従ってとれ

らの初日及終日を予めタ11るととが出来れば ζの地方の漁業，航行に役立つ所が多いと考えられる。

多くの/，!ごには北海道オホ{ツク海岸では沿岸の海水の氷り始めた日即ち結氷初日は流氷が沖に

始めて現われた円即ち流氷初日より 1ftく起る。しかも沿岸結氷が始まれば航行は停!とされるので

結氷の初日を予報するととが出来れば航行不能になる日を知り得たととになる。との結氷初日は

J!lIl'7;r数段の研究3)で予報するととが出来るし，叉賢際には年による遠いはあまり犬きくないので

筆者の場合には取上げなかった。

vrE氷のf:冬日とは沿岸から見てl間:.IV-K再び氷の現われなかった日を言う。従ってとの日は沿岸近

くについてのととで沖の状態をそのまま忠官κ示すわけではないが沖の氷の状態に関しても犬凡
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の目安を興えると三与えるととが出来る O 流氷終日は恐らく冬のオホ{ツク前:及その}il，i設の諜さ，

したがって街:に出来る氷のfι 融氷期の風向，J.il¥¥.遮及日射の多少，気温の上昇の様子j，fj，に影響さ

れるのではないかと考えられる。しかし本邦に於てはfffかに網走，根室雨測候所及菩沙那;iJllj候所

による流結氷初日及流氷終日に関する貴重な報告4¥以外には結氷お]，融氷期のオホーツク海及そ

の周越の気象，海象要素，結氷状態K関する綴測は殆どない。したがって流氷の終日に関する研

究も少し僅かに須田博士のによる網走， ~少郊に於ける流結氷初期及終期と同地のその n の平均

気i置との相関関系についての研究，及び幅宮， l'市6)閥J乏によるオホ{ツク梅雨宮J¥の流氷終期κ関

する研究がるるにすぎない。後者は1892年以降44年間に網走，根室岡測候所 C観測された lf巴の

資料及び、悶地の気温，J.il¥¥.向，J.!li\.速の安料により統計的κ網走の流氷f抑~Jを示す式として

T..=九十1，371/三百工-2，0VA +5，0 

を得た。此所11:t A は k芥臨界R (手伝1'C1x.うて日平均気濫が上昇して海水の結氷温度に到達した

日)， θAIr:i日千:l&J気温の絶釘値〔潟水の結氷点を基準としたそれ以下の気I毘)， VA は海岸線K

mrタJ11: ;'11'11: ~]って正をとうた 3 月中の平均風速の成分である。との式による予報では即位の資料

を周ひて比較したが;果は士10日の誤差で泊中するTI'{ri互容が73%で可成り良い予報zpであるのただ少

くとも上昇臨界日(平均3月24日〉にならないと予報日を会11り符ない快点がるるので新たに前述

した方法により予報を試みた次第で言うる O

II.諜報に際しての基本的な態度

北海道オホーツク海岸に於ける結氷初日，流氷格日，と日平均気温との関係を示したのが第1

図でるる。即ち時間的に述べれば秋に気温が次第に下って臼平均気f置が海水の結氷温度になって

から間もなく結氷初日叉は流氷初

議
官
出
品
山
臼

日が現われる。蒋になって気温が

上昇して再び結氷温度になった日

をIli高官， .fitiFIiJ氏7)にならい上芥m;iri

-bH'Iと11乎ぷ。その後程なく流氷柊

日になる結氷初日又は流氷初日(

以後流結初日と11ヂぷ〉と流氷終日

の間を流氷期間と言い又一1:芥陥W.

臼以後には理論J-，11:7kが出うたない

自平均.l<.省主

キ虫L 浴、 4ト

第 1鴎 昔fe結氷事1]13，流氷終日と日ljt今均気品のさを化
との関係

で消失するばかりなので上昇品官界日と流氷終日との間を泊失期間と呼ぶととにする。との流結氷

初日及び終日については1892年以降網走，狭量及び蕗f少那測候所で観測された資料があるととは

前記のとうりでるる。そのうち網走に於ける流結氷初日，上昇臨界日，流氷終日，流氷JUJ間及び治
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骨一部の資料は低温科学~3!I!ftにた紋ずみ

第 2図及びtrc3図を見て直ちに知れるととは， とれらの観測値の間には可成り Jミい関係がある

らしいと主でるる。その犬凡の様子をう:11るために試みに相関係数を求めた結果は次のとうりで産う

るo l!.¥Jち

イ〕最古流氷初日と流氷終日 一0，21

ロ)結流氷初日と流氷期間 一0，60

ハ)Vftnマ;氷初日とIj'11とより1fm

ニ) J'.~H.臨y~ 日と流氷終日

ホ)流氷絡日と消失!tJJ間

0，24 

0，45 

0，70 

現主fE では相関係数の定器ゴi句意味がはっきりしないので(;l:1:\関係数土 1 及び O~除いては〉との結

果から定最l切な結論はおl特出来ないが次のととは容易に考えられる。

(1) 一般に流氷初日が平ければ流氷期間及び、消失Wl間は永くなり，流氷終日は沿くれる傾向

がbる。
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(2) 上昇臨界日が平ければ流氷務日も 17-い誌である。

(3) 消失WJ間が短かければ流氷移民は!i'-く来る O

以上さつのととから，流氷初日を 1p_ くする椋な気象及び~1P]:象条f!1ーはイìíJ等かの形で流氷終日を;Jti-そ

くずる様な影響を及ぼすととが烈像されるo ，R[Jち，流結氷初日は12月， 1月頃の主主さのきびしさに

大きく支配されるから 3 初冬の寒い冬はその冬~l~寒さがきびしく， したがって流氷務日も沿そく

なるか又は初冬の寒さがきびしければそれ以後の容さ如何にはあまり流氷柊日が影響されないか

の何れかであろう。叉 (2)及び (3)より上昇臨界日がlfLい，言いかえれば，赤先になって気植の

上昇が早ければ流氷終日が111くなるらしいととが考えられる。放に流氷務日を統計的に予報する

に当っても流氷初日，冬の寒さ，脊の気温の上:fl-等更に叉氷をくだいたり，岸から迷ざけたりす

る働きを完工すものとしてJ1!i1.と海流を考えに入れて，それぞれの影響の及ぼす割合を考慮し乍ら多

次元の予報を行えば良いととが痛感される。然し現在の所多次元の場合の予報については班論的

にも充分には解決されていないし，上えたした物理主~:についても前に述べた様に必要な観iJ!lJ1i立が殆

どない。そのために筆者は次の様にして流氷終日の予報値を求めた。

(1) 流氷移民の観測f症の系列のみを抜き出して予報舗を求める

(2) 流氷期間の長さの系列を外押してその年の流氷期間の長さについて予報値を求め，流氷

初日が観測された時Kその期間を加えて流氷柊Bを予知する方法

(3) (2) と同様に沿失~JJ間の長さの予報111立を求めて上昇臨界沼が観測された時にそのJt日間

を加えて流氷絡日を予知する方法

以上三つの方法を次々に行った。(1)の方法による予報乱立は例えば1:11ミポJでもタIlり符るし (2)

による結果は大凡その1]'の 1 月 ~Il匂 K ， (3)による結果は 3]lの下旬に夕、liるととが出来る。と

れらの三つの方法によって特られた流氷終日の予報値は計算K用いた近似計21aの誤ヲナの範関内で

一致するととが予想される。叉甚だしく食泣う時Kは疏氷期間rJlVC気象渉は海象 rcq.y.~でた現象が

起ったととを意味する。

III.諜報値の算出とその結果

予報値の算出は市U-K誰ベtc般にi¥Y今期克己殺J廷の訓示1解析による長期予報の方訟を用いてトj志

した方針のもとに行った。

着目した三つの母系列即ち，流氷終日，流氷期rUi，的欠期間は詰.~2，3図v"c示したとうりであ

る。それらの慕準振動を推定するために行った調和解析の結果を第4図に示した。閣からも知れ

る様に三うの母:系列では何れも約四年位の;周期がもっとも卓越しているほか大休同じ位の週JUlが

表われているのが注目される。周波数分析に於ける分1万時間と周波数の間に成立する不自.1f定性め

のためK とれらのスベクトルの 111 を直ちに母系列の基準振動と考えて百十~f;~:を行っても無立味なの



網走に於ける流氷終日の予報について 155 

副

J
iHU

W
 

A
H
Y
 

20 

;~E. jK :t4 B 

m 

5長氷期間

40 

。
40 

20 

3両夫其月間

。

第 4 酪網走に1l~ける流氷終日，流氷期Im:&rYfr-'íL，た!il/hfJの Amplitude Spectruru 

で，図rl-lVて点*Jitで示した様に趨当な方nf!.平均を行って同じく図中に縦の確線で示した夫々 4つの

基準振動を考えた。それらの義宣告振動の週期及び誠Ip厄常数8は夫々次衰の如くなる。

I II III IV 

流氷期間 週JgJ(年) 19，30 7，20 3，83 2，50 

s (/年) 0，033 0，035 0，055 0，086 

流氷終日 週1現 (trF-) 18，70 5，69 3，51 2，56 

。(/trF-) 0，030 0，087 0，027 0，069 

消火JgJ問 迦期(年〉 18，h 6，71 3う52 2，41 

。(/年) 。、036 O 、045 0，083 0，058 
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初期1il'i.はfJ;J波数分析に用いた系列の r!lの後半の36仰を丹]いてその前をすべて容として72項の調

和解析を行って決定した

とれらの慕準摂動の週期， i成Ip鼠常数，初期値を用いて求めた犬々の予報値を用いて求めた流氷

柊日の予報値は第5図に

示したとうりでb9， 

雌圃働&幽圃国;

19 SO 
4司町

1~52 

第 5路網走に於ける流氷終日の予報値及び Varianee

県芦L…観測値 Q...i;fH餓'j(1)の方法によるもの

×…間節 (2)の方法によるもの

流氷終日によるもの

4R13日

流氷初日十vrejJdt月間に

よるもの 4月27日

上昇臨界日十治失期間

によるもの 4月15日

である。これを総合すれ

ば， 1952~1ミの流氷終日は

大休 4PJ20日切で，その

variance は土17日位と

ム・・・向il((j(3)の方法によるもの いうととになる。

又繭宮，楠爾氏の式を用いて予報を行うと今年の流氷終日は 4月208と主主る。

161 との計算を終ウた後に震~I~去に観測された網走の流氷終日は 4 月 28 臼であった。

IV.結語及び吟味

以とで筆者の行った計算の結果を示した。結果から凡で予報値と負Lil!lJ1JUのIH1qCは8日棋の距り

があったが，現状としては大休71̂ l自足すべき結果と忠われる。

予報された結果を見て先づ気の付くととは varianceの大きなととである。とのととはすいか

えると，流氷終日，流氷期間及びif!I失期間は偶発的主主要素に支配される部分が非常に多い現象で

あるというととである。具体的に言えば流氷はJJftU'C到して不安定なものであるととにも原因す

る。例えば見渡す限りの氷の原が一夜沖K向けて狛iぃJmtが吹いたために翠仰には全く見えなくな

るというととも珍らしくない。したがって流氷の米mJの氷:ijl:の少い海で、は流氷がiFJ2-YIょに現われる

か又去って行くかはj氏によって左右される所が大きいで言うろうと三与えられる。したがって流氷終

日の予報を行う Kは別に風向，風速の予、出もひっくるめて多次元の開題として予報を行うととの

必要が痛感される。しかもその瓜は月平均とかいう風ではなし今日かせいぜい数日間の平均の

瓜が必要であろうと思われる。しかしとのととは 1-.逃したj去に現在で‘は賛行出来ない。

との，lJJ1tKよる影響を少くするために又次の松に考えるととも出来:::S0 即ち氷-Ji(が常になる日
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一一流氷終日一ーを予報しようとするから風は大きな悶子として効いて来るが2 開校にはirf'iL多

少氷があっても航行，漁業には大した主主支えは起らないかも知れた、い。とすれば氷萱がある1i1iに

なる日例えば全?毎回の30%とか又は50%以下になる日の予報を行えばJffi止に原11:1ずる varianceは

可成り減少するであろうととは想像に要Hくない。しかし本質的には予報値の varianceが大きい

というととは以J二に述べた様iL)1il¥'の影響を省略した1thiL，流氷の生成，治タとに主役を演やる冬の

気溜，すi、先の気温のJ-.手卜する様子等をも無!腕したととにも原区iする。

したがって J:_ ìL J~~べ‘ tc様に流氷のftが賞用上差支えないと思われる値K建する日の予報を冬の

気温，お先の気温のJ二Jle王手，流氷初日，風等を考慮に入れて多次元の予報を行って始めて充分満

足出来る予報1n立を得るととが出来ると考えられるが次の機会に行ってみたいと思う。

叉週期分析で特られたいろいろの遡WJのもずっ物理的意味をも考えてみたいと思っている O

終 Tl'て臨み終始懇切な御指導をたまわった故今堀克巳教授，幅官孝治教夜並びに資料を拝見8

せていた戸さいた札幌管区気象台調査課長守田康太郎氏に厚く感謝の意を表する次第である。
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Resume 

τbe 10口gpuicd fOrEcasting <，s to tl:e la~t date of di:::ap:cecrarce of drjft ice at Aba-

sh~ri might ce of importance for the navigation and the fishery in tbis di:;-trict 

The author calculated the predicting date using the new methcd of long periocl fore-

casting which has been developed by late Prof. K. Imahori. 

Tbe preclictecl date for 1952 was April 20th， while tbe actually observed date was 

April 28th. The agreement is tolerably good. The author hopes it might be further 

improved by the use of the multiple prediction method in future. 


